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児童発達支援事業所・
放課後等デイサービス

連絡会の目的

事業所同士の顔の見える関係づくり

こどもの将来を見据えた支援

他機関との連携

支援の質の担保・向上

こどもたちの成長を
地域で支えていきたい！



連絡会 ：１回 幹事会開催数：8回

見学会 ：6事業所

・幹事

・フレンズジム南山田 ：中野

・ＵＮＩＭＯセンター南 ：古賀

・BloomGrand ：黒澤

・こぱんはうすさくら池辺教室 ：野村

・TASUC療育横浜センター南 ：鹿島

・ハッピーテラス北山田教室 ：波田

・都筑区基幹相談支援センター：兼平・吉濱・八木澤



第一回 児発・放デイ連絡会

「これからの児発・放デイ連絡会

～来年度の自主運営化にむけて～」

日時：令和元年6月26日（水）10:00～12:00

場所：都筑区役所 6階 大会議室

参加者数：４3名（36機関）

◆ 趣旨説明

・連絡会のこれまでの運営の経緯と位置づけ

・連絡会運営の目的確認、

◆ グループワーク

①事業所の困りごとや悩み、現状の課題

②次年度にやってみたいこと



・事例検討会の開催 ・研修会の開催 ・見学会の開催
・人員の確保や職員の定着について ・懇親会、交流会の開催
・地域への啓発活動 ・他機関との連携

次年度に取り組みたいこと



見学会実施

目的
事業所間の交流、お互いの療育を知る機会

実際の療育場面をメインに見学

実施事業所
・2月7日 ハッピーテラス北山田 ・2月12日 UNIMOセンター南

・2月13日 こぱんはうすさくら池辺教室 ・2月14日 Bloom Grand

・2月15日 フレンズジム南山田 ・2月18日 TASUC療育横浜センター南

※2月22日以降の4回は中止

参加人数 のべ13名

感想
・療育プログラムの内容を知ることが出来て、新たな視点が持てた。

・子どもへの声掛けのタイミングや内容が素晴らしく、勉強になった。

・トレーニング内容がしっかりと考えられ、組み立てられていると感じた。

・小集団療育の中の子どもたちの意欲を引き出す、様々な仕掛けづくりが

参考になった。

・同じお子さんを支援しているが、自事業所とは異なる活動プログラムであり、

違った参加の様子が見れて良かった。



新たな幹事も加わり、様々な意見を出し
合いながら、連絡会の目的の再確認や、組
織の在り方などを検討してきました。連絡会
には多くの事業所の方に出席いただき、幅の
広い様々な課題が出されました。

◆今年度振り返り

・事業所間の情報や日頃感じている課題を共有
・意見交換を目的に連絡会と見学会を開催
・次年度の自主運営化に向けての組織づくり



☆事業所幹事の自主運営による連絡会☆

今年度の連絡会で出された様々な課題を、事
業所同士、地域の他機関と、「つながる」こと
で解決していけるような、開かれた事業所連絡
会として、関係各所との協力体制を構築。

今後も地域の事業所へ積極的な声掛けを行いながら、
各事業所の主体的な参加運営を促すための、「つなが
る」仕掛けづくりに向けて、幹事を中心に実行。

3月23日幹事会開催予定

次年度の具体的な方針、連絡会日程検討


